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概要： 

本論文の内容は、福島県立医科大学新医療系学部設置準備室と脳神経外科学講座、生

化学講座の共同研究として行った研究の成果になります。 
神経膠腫(グリオーマ)は、原発性脳腫瘍の 2〜3 割と頻度が高く、かつ、そのほとん

どを悪性タイプが占めるなか、診断・治療に大きな課題があります。特に膠芽腫は、

ヒトに生じる悪性新生物の中で、最も予後の悪い腫瘍の一つといえます。課題の中の

一つとして、その他多くの癌腫ですでに利用されている体液診断マーカーが、未だに

ないことが挙げられます。近年の脳画像診断技術の進歩にもかかわらず、その他の脳

腫瘍や多発性硬化症など他の神経疾患と、手術前には鑑別が困難な場合が少なくあり

ません。 
神経膠腫組織において、膜結合型糖タンパク「protein tyrosine phosphatase 

receptor typeZ：PTPRZ」が高発現していることは既に報告されており、私達も

mRNA レベルでの解析、免疫組織学的解析でそれを明らかにしました。さらに、私達

は脳脊髄液中にプロテアーゼで切断された可溶型 PTPRZ（sPTPRZ）の存在を見出し

ました。本研究を行い、神経膠腫患者の脳脊髄液には、他の疾患と比べて sPTPRZ 濃

度が顕著に高いことが判明しました。このことで、脳脊髄液中の sPTPRZ が神経膠腫

の診断マーカーになり得る可能性が示唆されました。実用化されれば神経膠腫の手術
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前診断能が向上し、これまで術前診断困難例に行われてきた侵襲性の高い脳生検術を

回避して患者の負担を大幅に軽減できます。また開頭手術の際の超迅速診断が可能と

なることで、手術中の迅速・的確な診断・手術方針決定に役立つことが期待されま

す。 
本研究は、文部科学省科学研究費補助金、糖鎖利用による革新的創薬技術開発事業

(AMED)などの研究助成により実施しました。 
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